
植
村
和
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

東
大
寺
昭
和
大
納
経
書
式
見
本

の
揮
毫
、
金
色
堂
国
寶
指
定
百
年

記
念
祭
に
お
い
て
の
納
経
な
ど
、

書
道
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
本
文
化

に
貢
献
さ
れ
た
植
村
和
堂
氏
の
秘

蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
今
回
一
同

に
公
開
し
ま
す
。

◇
期

間

５
月
31
日(

木)

～
６
月
24
日(

日)

◇
入
館
料

大
人
500
円
・
小
中
高
300
円

植
村
和
堂
写
経
教
室

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
併
せ
て
第

13
回
植
村
和
堂
写
経
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
自
然
に

囲
ま
れ
た
工
房
で
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
の
中
、
写
経
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

◇
期

間

５
月
31
日(

木)

～

６
月
２
日(

土)

の
３
日
間

◇
募
集
人
数

30
名
（
申
込
順
）

◇
参
加
費

１
日
に
つ
き

５
千
円
（
入
館
料
別
）

筆
の
里
工
房
運
営
委
員
会

運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

町
民
の
方
々
の「
筆
の
里
工
房
」に
対

す
る
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
と

き

５
月
９
日(

水)

午
後
６
時
半
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

作
品
展
示
使
用
に
つ
い
て

◇
利
用
期
間

一
週
間
単
位

（
火
～
日
曜
日
、
二
週
間
ま
で
）

生
涯
学
習
の
成
果
と
し
作
品
発

表
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

筆
の
都
熊
野

筆
長
屋
筆
シ
ョ
ッ
プ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
オ
ー
プ
ン

熊
野
筆
の
新
規
販
路
開
拓
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
筆
の
用

途
、
目
的
、
屋
号
、
種
類
等
い
ろ

い
ろ
な
方
向
か
ら
筆
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー

チ
ラ
シ
を
全
国
２
万
４
千
の
郵
便

局
に
配
布
し
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.kum

anofude.com
/

絵
て
が
み
大
賞
作
品
集
出
版

昨
年
の
第
４
回
筆
の
里
あ
り
が

と
う
の
ち
ょ
っ
と
大
き
な
絵
て
が

み
大
賞
入
賞
作
品
１
千
点
を
記
載

し
た
作
品
集
を
販
売
（
２
千
円
＋

送
料
）
し
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
か
ら
筆
の
都
に
寄
せ

ら
れ
る
「
あ
り
が
と
う
の
言
葉
」

に
は
、
数
多
く
の
人
間
模
様
が
映

し
出
さ
れ
、
新
た
な
感
動
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

詳
し
く
は
筆
の
里
工
房
ま
で
。

―12―５月29日・30日は展示替えのため、ギャラリーを閉鎖します。

筆の里工房５月の休館日
５月７日･14日･21日･28日

〒731 4293 広島県安芸郡熊野町3115 １
TEL(082)855 3010 FAX(082)855 3011
開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）
URL:http://www.fude.or.jp/

「ありがとう」をテーマに作品を募集します。「筆」という

表情豊かな筆記具であの人に心のメッセージを送りませんか。

■テ ー マ 「ありがとう」
■募集作品 絵と文字が入った絵てがみ（オリジナル作品）

■応募資格 制限なし

■募集規程
●筆を使用した絵てがみ作品（紙質、色は問いません）

●１人何作品でも応募可。ただし、１作品ごとにホッチキス

で応募票を止めて応募してください。

●応募票は、お近くの郵便局にあります。
●作品は本人の自作で未発表のものに限ります。

●応募は郵送若しくは直接持参としてください。

●紙の大きさは、70cm×35cm以内（縦横自由）にしてください。
■募集期間 ５月23日 から７月23日 まで。当日消印有効。

■入 賞 入賞は、１人１作品とします。

〈ちょっと大きな絵てがみ大賞〉入賞作品は作品集に掲載
します。

一般の部

●ありがとう大賞 賞状･絵てがみ宝箱･副賞 １人

●特 別 賞 賞状･絵てがみ宝箱･副賞 10人
●優 秀 賞 賞状･絵てがみ小箱 40人

●佳 作 賞状･絵てがみ筆セット 150人

●葉 書 大 賞 賞状･絵てがみ小箱 50人
●奨 励 賞 賞状 600人

●葉書奨励賞 賞状 300人

子どもの部

●ありがとう大賞 賞状･絵てがみ小箱･副賞 10人
●特 別 賞 賞状・絵てがみ筆セット 50人

●葉 書 大 賞 賞状・絵てがみ小箱 10人

●奨 励 賞 賞状 200人
●葉書奨励賞 賞状 50人

■作品出品料 無 料

■作 品 返 却 作品返却については結果通知時に詳細をお知ら
せいたします。（有料）

■発 表 平成13年10月中旬迄に直接通知します。

■展 示 入選作品は期間中前期後期に分けて筆の里工房

に展示します。
●期 間 平成13年11月13日（火）～平成14年１月14日（祝）

●応募作品の著作権は、主催者に帰属します。なお、特別

賞以上の作品は返却いたしません。
●表 彰 式 平成13年11月11日（日） 対象 佳作入賞者以上

■問合わせ先 〒731-4293 広島県安芸郡熊野町3115-1

筆の里工房 TEL082（855）3010 FAX082（855）3011
URL:http ://www.fude.or. jp Eメール:etegami＠fude.or. jp



熊
野
町
の
民
生
委
員
・
人
権
擁

護
委
員
・
保
護
司
の
方
が
順
番
に

各
回
、
３
名
ず
つ
相
談
に
の
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
高
齢
者
の
こ

と
や
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な

ど
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
秘
密

は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
と

き

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時
半

◇
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

℡
855
―
２
８
５
５

◇
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

６
月
11
日(

月)

◇
家
庭
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
相
談

員
に
よ
る
家
庭
の
悩
み
相
談

６
月
13
日(

水)

◇
と
こ
ろ

役
場
相
談
室
Ａ

（
住
民
課
内
）

◇
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
５
月

31
日（
木
）ま
で
に
、
住
民
課
同

和
対
策
室
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

℡
820
―
５
６
０
４
（
住
民
課
）

熊
野
町
青
少
年
教
育
相
談
室
で

は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
悩
み
、

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
悩
み
、

子
ど
も
を
見
守
る
地
域
の
方
々
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
何
か
困
っ

た
り
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
一
人
で
考
え
込
ま
ず
気
軽
に

お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
場
所

役
場
２
階
教
育
相
談
室

◇
電
話
番
号

820
―
５
６
５
９

（
相
談
室
直
通
）

※
留
守
番
電
話
に
な
っ
て
い
る
と

き
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
れ
て

く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
対
象

児
童
・
生
徒
、
家
族
、

学
校
関
係
者
、
地
域
の
方
々

◇
相
談
形
態

《
来
室
》
教
育
相
談
室
に
て
ご
相

談
を
お
聞
き
し
ま
す
。
定
期
面

接
も
可
能
で
す
。

《
電
話
》
専
用
電
話
で
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
匿
名

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

《
訪
問
》
直
接
話
し
た
い
け
れ
ど

相
談
室
に
来
る
の
が
難
し
い
場

合
、都
合
に
合
わ
せ
て
伺
い
ま
す
。

《
開
設
時
間
》

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
月
～
木
曜
日
の
午
後

０
時
半
～
午
後
４
時
半
ま
で
は
、

中
学
校
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

◇
５
月
５
日
（
子
ど
も
の
日
）

中
学
生
以
下
無
料

◇
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

親
子
連
れ
、
ま
た
は
児
童
・
生

徒
は
無
料

◇
お
問
合
せ

生
涯
学
習
課

℡
820
―
５
６
２
１
（
月
～
金
）

（
生
涯
学
習
課
）

◇
検
定
実
施
日

８
月
２
日(

木)

・
３
日(

金)

◇
検
定
会
場

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◇
願
書
受
付
期
間

５
月
28
日(

月)

～６
月
８
日(

金)

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

広
島
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
228
―
２
１
１
１

（
生
涯
学
習
課
）

「
女
性

ひ

と

と
男
性

ひ

と

が
共
に
輝
く
人

生
を
～
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
」

今
ま
で
の
「
男
だ
か
ら
」
「
女

だ
か
ら
」
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ

れ
ず
、
気
持
ち
よ
く
前
向
き
に
生

活
で
き
る
社
会
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
意
識
か
ら
つ
く
ら
れ
ま

す
。
夫
婦
や
親
子
で
の
参
加
も
ど

う
ぞ
。

※
会
員
も
募
集
中
で
す
。

◇
と
き

５
月
12
日（
土
）

午
後
１
時
半
～

◇
と
こ
ろ

西
公
民
館

○
講

師

坂
東
素
子
さ
ん

（
前

広
島
県
女
性
会
議
次
長
）

◇
対

象

ど
な
た
で
も

◇
受
講
料

無
料

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５

月
１
日（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

く
ま
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー

会
長

梶
山
栄
江

℡
854
―
５
８
３
７

生
涯
学
習
課
℡
820
―
５
６
２
１

（
生
涯
学
習
課
）

― 13―

心

配

ご

と

相
談

所

町

民

総

合

相
談

室

教
育
相
談
室
の
ご
案
内

青
少
年
教
育
相
談
員

か
ら
の
一
言

い
じ
め
・
虐
待
・
学
級
崩
壊
、

さ
ま
ざ
ま
な
少
年
事
件
な
ど
、

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
状
況
は

深
刻
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
誰
か
に
、
自
分
の
思
い
を

聞

い
て
欲
し
い
」
「
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
と
接
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」

な
ど
の
悩
み
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
教
育
相
談
室
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
た
ら
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郷
土
館
入
館
料

無
料
の
日
の
お
知
ら
せ

平
成
13
年
度
大
学
入
学

資
格
検
定
に
つ
い
て

く
ま
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
座

お知らせ
第
５
火
曜
日

第
４
火
曜
日

第
３
火
曜
日

第
２
火
曜
日

第
１
火
曜
日

相

談

日

町
民
会
館

町
民
会
館

西
公
民
館

町
民
会
館

東
公
民
館

場

所

相

談

ご

案

内


